
 

 

 

予想を基に問題解決に向
けた実験方法を考え実験
する。実験結果を他の班
と共有し、より妥当な考
えに近づくための手立て
とする。 

 

 

 

自分の考えをまとめる時間を確保
した後に、グループでの話合いを
実施。クラウド上で共有すること
で自分の考えの再構築につなげ
る。 

自分の考えをスライドにまとめ、記録に残すこ
とで単元の学習の流れを把握し、次の学習につ
なげる。既習事項をもとに問題を作成し、お互
いに解き合う活動を展開した。（シームレスな
学び） 

 

PC で作成した表に直接入
力することや、実験の様子
を動画で撮影し記録を残す
ことで結果の整理を容易に
し、より充実した考察活動
につなげる。 

 

身の回りの自然事象やあっと驚くような事象と
の出会いから、児童と共に問題を見いだす。 



 

 

生徒の「やってみたい」「調
べてみたい」という思いを
もとに、課題を見いだす。 
 

グ ラ フ や 具 体
物 を 観 察 し な
がら、特徴を調
べたり、解決の
見 通 し を 立 て
たりする。 

友達とお互いの考えを伝え
合ったり、全体で考えを共
有したりすることで、自分
の説明をよりよく改善でき
るようにする。 

家庭で作成したり調べた
りしてきたことが、学校で
の次の学びにつながる 
(シームレスな学び) 

調べて気付いたことを整理したり、
多様な解決方法から自分の立てた
構想をもとに解決したりする。 

端末に振り返りを蓄積することで身に付
いた力を自覚したり、適用問題を解き、学
習した知識や技能が生きて働くものにな
っているか確認したりする。 


